
 

 平成１７年７月１５日に「食育基本法」が制定され、毎年６月は食育月間、毎月１９日は食育の日と定められ

ました。そもそも「食育」という言葉は、１８９８年（明治３１年）に石塚左玄（いしづかさげん）が著書「通

俗食物養成法」の中で述べられたところからきています。左玄は今から１００年以上前に「人の心身は食によっ

てつくられる」と「食」と「食育」の重要性を唱えています。今月は月間に当たり、「食」について意識し、実行

し、継続できるように、日常生活の中でいろいろと考えてみましょう。 
 

 さぁ、やってみよう ～食育チェック～ 

□３食きちんと食べている 

     □好き嫌いせず、なんでもよく食べている 

     □「いただきます」と「ごちそうさま」は大事だと思う 

     □朝食は毎日しっかりとっている 

     □主食、主菜、副菜はバランスよくとっている 

     □食品を買うときに表示をよく見ている 

     □毎日１回は、家族や友人と食事をしている 

     □食事の準備や後かたづけを手伝っている 

 □いつも食に関する感謝の気持ちを忘れない 
 

何個チェックがつきましたか。毎日あたり前になっている「食」について、一緒に理解を深めていきましょう。 

 

 

私たちが毎日食べている給食には、 

主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果 

物という5つの料理グループがそろっ 

ています。また給食は、からだに必要 

なエネルギーの約3分の1がとれるよ 

うに、栄養士さんが献立を考えています。 

毎日のメニューを見ながら、何をどれ 

だけ食べたらいいのかを、もう一度考 

えてみましょう。 

 

 

 

給食だより 

   平成２４年６月８日       Ｎｏ，１ 

 

 



 
    私たちは毎日いろいろな食べ物をかんで食べています。 

 普段はあまり意識していない行為かもしれませんが、 

かむことは体にとって、とても大切な働きをしています。 

 ではなぜ、よくかんで食べると体に良いのでしょうか。 

 そこで「かむことの効果」について考えてみましょう。 

 

 

 


